
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 6 回 拡大理事会  

日 時 平成 29 年 9 月 23 日 14：00～17：30 

場 所 道ノ尾病院 みちのおホール 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、高柳公司、永木照彦、 

浦川純二、西本加奈、小柳 傑、志岐浩二、大石勝規 

監事：柿田謙三、平野英三、大木田治夫 

部長・副部長：坂井孝行、高橋 剛、松尾晶子、長谷川隆史、西 啓太、脇屋光宏、 

林田真一郎、有村圭司、有福浩二、藤本剛史、飯野朋彦 

地区代表・地区副代表：奈良崎博一、濵本寿治、村上和彦、西村 健、山下 均、野口浩孝、 

西 喜博、中田美輝、小田慎也、木場宗也 

委員会：城田律子、宝田圭子（代理）、山下顕史 

書記：仲宗根歩、眞壁和子 

 

２．理事会議題と決定事項 

１）審議事項 

（１）平成 29 年度事業報告・計画について 

各部・地区から上半期事業報告・下半期事業計画について説明があった。理学療法士の研修を行う事業に

ある臨床実習研修会のテーマは臨床実習における指導方法と進め方（仮）となっており、来年度の CCS

に関する研修会の足掛かりの研修を予定。JPTA は新プロ早期終了と認定理学療法士を増やしたいと考え

ているため、平成 31 年か 32 年を目途に新プロが変更となる。地区勉強会について参加者が少ないので

参加者を増やすためにポイント履修できるようにしてほしい。NPTA のホームページ上に問い合わせが

あるので連絡をしていただければ、ポイント履修を促していきたい。ただし症例検討会は査読等がないの

でポイント履修できない。電報発信作業について、本協会のホームページ上に施設管理者から情報を入力

して頂けると対応できるので、周知をしてほしい。各事業スタッフ参加者全員に傷害保険の加入をしてい

るので、何かあった際には連絡をしてほしい。審議の結果、承認された。 

（２）Web 会議の利用について 

本会各種会議は参加者が多施設・多地域に及ぶことが多い。オンライン環境下で使用できる Web 会議を

利用することで、会議を計画する際の煩雑な作業を軽減し、気軽にコミュニケーションが図れるように

なるのではないかと考える。ビデオ会議サイト・アプリの“appear.in”を用いた Web 会議の実施。利

点：利用料は通信料のみ、スカイプの様な初期登録やログインが不要、最大 8 名まで無料でオンライン

会議が可能、交通費の削減。欠点：通信環境により動作が遅くなることがある（PC での Wi-Fi 環境が

最適、速度は使用媒体処理速度に委ねられる）審議の結果、モデル的に進めることで承認された。 

（３）平成 30 年度 臨床実習指導者研修会の企画について 

九州ブロック開催と本県開催の 2 日間の研修会を検討。内容として「臨床実習における教育方法論」か

ら「CCS の内容」、「臨床現場における CCS の実践報告」、「メンタルヘルス領域の講義」を行うことで

臨床実習における知識を網羅できるものを検討中。2 日間の研修会開催と研修会の講義テーマについ

て、審議願いたい。日時は平成 30 年 12 月に長崎医療技術専門学校を予定。平成 30 年 12 月土曜日にテ

ーマ「臨床実習指導における教育方法（仮）」講師：小林 賢氏（慶応義塾大学病院リハビリテーション

科）、テーマ「行動科学領域またはメンタルヘルスについて」講師：未定、平成 30 年 12 月日曜日にテー

マ「CCS について（仮）」講師：中川法一氏（増原クリニック副院長）、テーマ「CCS 導入における臨床

実習の経過報告」講師：2 演題を大学の研修受講施設から発表。審議の結果、提案通り承認された。 

（４）新入会会員承認の件について 

入会 5 名。退会 2 名。審議の結果、新入会会員の件は承認された。 

２）報告事項 

（１）第 29 回長崎県理学療法学術大会準備進捗状況報告について 

プログレスがテーマとなっており、①PT 職域拡大の可能性を知ってもらう、②NPTA 理念のもと理学療

法を通じて県民に還元する、③多職種に学会を通じて PT について知ってもらう。目標演題数として

108 演題を予定（口述 48 演題、ポスター60 演題予定）。小中学校に県学会ポスターを掲載したいので

教育委員会に掛け合う予定。来賓は町長・西彼医師会・OT・ST・看護協会。挨拶は町長・医師会長・ヤ

ン会長(韓国)。韓国側講師講演のコンセプトを決定していきたいと考えている。拡大理事会会場につい

て、野田公民館を 11：00～13：00 で開催予定。参加者が増えており会場の抑えや予算繰りも苦慮して



いる。会場費が高額になる場合は何らかの考慮が必要。学術大会 1 日目 12：00～13：30 にイベントを

計画中。内容は、カナリーホールの音響が良いので音楽系のイベントを考えている。ホームページでの

広報やぴーかんテラスの裏表紙に市民公開講座の PR をしたいと考えている。ポスターはぴーかんテラ

スに抱き合わせて発送予定。ホームページに学会ページを作成しているので見てほしい。 

（２）平成 29 年度都道府県理学療法士会事務局職員研修会に参加報告について 

7 月 22・23 日に田町カンファレンスルームにて上記研修会が開催。目的：事務局員の人的・能力的機能

強化、事務局職員間のネットワーク構築の為。他士会の事務局員と現状の問題点などの情報共有を図る

ことができ、会員管理システムの利活用の手段について実操作を通して学ぶことができた。課題として

事務局職員の情報共有、指導方法などについて検討する必要性を感じた。 

（３）平成 29 年度会員親睦スポーツ大会の開催について 

会員親睦スポーツ大会の実施目的として、会員の地域を跨いだ“顔の見える”関係性の構築及び会員同

士の親睦を深める、会員の運動不足解消・健康増進が目的。平成 29 年 10 月 29 日（日）に大村市総合

運動公園でソフトボールを実施予定。雨天時は違う種目で別日に実施。 

（４）平成 29年度県内養成校意見交換会開催報告について 

上記については、各自資料に目を通す報告となった。 

（５）H29 年度 九州ブロック教育・学術担当者会議報告の件について 

7 月 30 日に博多グリーンホテル（福岡）にて開催。九州ブロックの各県士会における学術的活動計画、

前年度九州ブロック会主催研修会の事業報告、今年度九州ブロック会主催研修会の事業予定、次年度九

州ブロック会主催研修会の企画案、九州ブロック会主催事業における参加費の取り決めについて、九州

ブロック PTOT 合同学会運営方法変更に伴う九州ブロック担当県の輪番表、日本理学療法士協会からの

課題について会議を行った。 

（６）講師ポイント付与依頼に対する対応の件について 

H29 年度介護支援専門員・リハビリテーション資質向上研修会における講師に対し、講師ポイント付与

希望の連絡があった。CM 連絡協議会から県リハ支援センター（大木田事務局長）へ講師派遣の依頼が

あり、その経緯については理事会承認のうえ、「4 団体地域リハに資するリハ専門職養成研修会」修了

者を対象に本会から講師公募をしたもの。講習会・研修会等におけるポイントは「主たる講師」に対し

て付与される。「主たる講師」とは単独での 90 分以上の講義あるいは 90 分以上の演習で、その中心と

なるものをいうが、新人教育プログラム講師にあっては 60 分以上で認める。「主たる講師」「従たる

講師」いずれも講習会・研修会等において、教授そのものに関わる必要があり、会の運営そのものに関

わる人員は講師に含まない。ただし会の運営に関わる人員に関しては運営責任者の証明をもって参加ポ

イントを付与することができる。自治体・各種団体等から各都道府県士会に講師派遣依頼があり、当該

都道府県士会が認める場合、その講師には 10 ポイントを付与する。 

（７）平成 29年度 三士会合同リハビリテーション研修会について 

9 月 9、10 日に上記研修会が東彼杵町総合会館文化ホールにて開催。参加者は 70 名（PT：51 名、

OT：15 名、ST：4 名）。受講証配布者は 57 名（PT：35 名、OT：16 名、ST：6 名）。 

（８）第 99 回 全国高等学校野球選手権 長崎大会メディカルサポートについて 

上記については、各自資料に目を通す報告となった。 

その他 

①会計処理に関する連絡事項：県医療政策課からの口頭指導(会計処理に関する内容)の周知と徹底について 

財政管理に関する調査の結果について、6 点あり口頭指導があり 2 点に関して、各部局・地区等に関わる

ので協力を依頼したい。各部局が実施するイベント前に前金として予算額を送金しているがイベント後の

清算処理に数か月かかっているので、決められた期限内に清算頂きたい。清算期限として 4 月～12 月は 2

週間以内、1 月～2 月前半は 1 週間以内、2 月後半は 3 日以内、3 月前半は 2 日以内、3 月後半はその翌

日。事業にかかる経費を前金で予算額を送金しているが、複数の行事分をまとめて送金し清算処理してい

るので 1 行事につき 1 回の送金とし、その都度清算頂きたいとの事であった。領収書の宛名は個人名では

なく公益社団法人長崎県理学療法士協会と記載。不明な点があれば財務宛にメールでの問い合わせを。講

師の領収書は渡した分のみ記載、源泉税の計算は財務で行う。前回、監査の時に税金としてファイルされ

ているため事業のお金の支出に税金を除いて記載をしたほうが会計監査時にわかりやすい。地区からは税

金を抜いて財務へ提出して頂いているが、財務で税をたして会計監査時には提出している。 

②地域リハに資するリハ専門職認定研修会について 

認定事業が今年度終了。PT・OT・ST・リハネットの 4 団体で研修会は継続の方向。次年度より経費がか

かるため詳細を次回提出。研修内容として大学で行われている研修と整合性を持たせたいと考えている。

事務局が魚の町にあるが、今後 PT・OT・ST 合同の事務局を構えることを計画。計画前に理事会へ提出。 

③ホームページについて 

ホームページに問い合わせフォームを作成・掲載。将来的に FAX 通信をなくす方向で考えており現在、ス

マホで長崎県理学療法士協会のホームページからイベントカレンダー閲覧可能となっておりフルに活用し

てほしい。各地区へもちかえり会員周知をお願いしたい。 



 


